
平成２１年度大学コンソーシアムとちぎ 学生活動支援事業 報告書 

機 関 名 宇都宮大学  宇都宮共和大学  白鴎大学  国際医療福祉大学 
作新学院大学 文星芸術大学 

団体等名 とちがくのわ 

学生代表者氏名 
（所属・学年） 高木 大輔（国際学部国際社会学科・４年） 

責任教職員氏名 陣内 雄次先生 （教育学部） 

 

１．事業名 とちがくのわ‘０９ 

２．実施時期 ２００９年８月９日（日） 
３．実施場所 オリオンスクエア 
４．事業の内容等  ２００９年８月９日（日）、オリオンスクエアで合同学園祭「とちフェス

‘０９」を実施した。具体的にはステージ、広場で栃木県内のご当地クイズ

大会、各大学のサークルによるバンド演奏、ダンスショー、T－１グランプ

リ（お笑い大会）等を行った。 
 また、各テントのブースでは、それぞれの大学の特色を生かした催しを行

った。宇都宮大学からは国際協力サークル「KAKEHASEEDS」によるフェ

アトレード商品を販売し、宇都宮共和大学の「都市・アメニティ研究会」は

仙台市と宇都宮市の写真を展示・比較し、宇都宮大学が仙台市に学ぶ点を来

場者に説明した。国際医療福祉大学の看護学生（有志参加）は、簡単な健康

診断を実施し、文星芸術大学の学生は似顔絵コーナーを、作新学院のサーク

ル「ぴあがーでん」は来場者に簡単な心理テストを行った。さらに、白鴎大

学の「プレイリーダー」、宇都宮大学の「あめんぼう」両サークルが共同で

ブース内に子どもたちが遊べる「こどもパーク」を設置した。 
 今回の学園祭では、各大学の連携以外にも栃木県内で活躍されている団体

・機関等との連携も試みた。県内で活躍されている大道芸人さんによるパフ

ォーマンス、オリオン通りで人気のバースタッフさんによるパフォーマンス

をステージ上で行った。 
 テント内のブースでは、宇都宮国際交流センターを通じてご協力を要請し

た「台湾友好会」、「ミナトング（タイ料理）」にそれぞれ台湾スイーツ、タ

イ焼きそば等の販売を行っていただいた。 
 

５．事業の成果と今

後の課題 
【事業の成果】 

ステージでの各発表、テント内のブースを栃木県民の方々に見て・体感し

ていただくことで、各大学の特色あるサークル活動や県内で活躍している団

体・機関を外に向けて発信することができた。 

学園祭の企画・準備段階から、栃木県内の各大学の学生が連携して活動す

ることによって、メンバー間に大学を越えた繋がりが生まれた。また、学生

間の連携だけでなく、商工会議所の方々とのネットワークも形成することが

できた。この繋がりは学園祭後も継続することができた。 

その例の一つとして、同年１１月１９日～２０１０年１月１１日に行われ



た、宇都宮まちづくり会議主催による「歴史と光のフュージョンプロジェク

ト２００９」最終日のイベント発案・企画・運営にとちがくのわメンバーが

参加した。イベント内容はファッションショー「デコミヤ～奏～」、白楊高

校の服飾・デザイン科の学生に出演していただいた。 

このように、とちフェスそのものが学生、社会人間を越えたネットワーク

形成のきっかけとなり、築かれたネットワークの輪はさらに拡大しつつある

。 

 

【今後の課題】 

 学園祭当日が小山の花火大会と重なってしまったことで、来場者数が伸び

悩んでしまった。来年度以降は実施日を、他イベントとの兼ね合いを見なが

ら調整する必要がある。 

 学園祭後に行った振り返り会では、学園祭を運営した側での意見・反省が

メインだった。当日、来場者にアンケート調査をするなどして、来場者目線

での会場の様子、満足度、改善点を聞きだせるとさらに良かった。 

 テントのブースの配置（お客の出入りに大きな差があった）、テント付近

にお客が集中し、奥のステージまで人が進まない場面もあった）を改善する

必要がある。 

 準備期間には、メンバーでユニフォームを着用しての市内ゴミ拾いや、ラ

ジオでの宣伝、市内・各大学でのポスター掲示等の広報活動を行い、学園祭

に関する記事も新聞（別紙添付資料２・３を参照のこと）や県内情報誌にも

掲載された。しかし、やや単発的な印象であったため、来年度以降は、早い

段階からの広報活動を展開し、より厚みのある広報活動にしていきたい。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




